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リニューアルオープンしたラーニングコモンズ

附属図書館本館
リニューアル・オープン！

せん しょう ぎん しゃ
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館内は、奥へ行くほど
静かになっているのです。
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みなさん、新しくなった図書館
を上手に利用していますか。
リニューアル・オープンした本
館を、図書館コンシェルジュが
ご案内します！
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一人静かに学習し
たい人には閲覧室や
研究個室がお薦め。
用途に応じて選べる
多様なスペースを用
意しました。

グループでのディスカッションや打合せ、ちょっとしたイベントの開
催などができるラーニングコモンズ、話し声を気にせずにディスカッシ
ョンできるグループ学習室など、これまでの「静かに利用する」から議
論可能な多目的空間ができました。

①ラーニングコモンズ
②ラーニングコモンズ2
友達どうしやグループでの学習・ディス

カッションだけではありません。移動式の
プロジェクタ、大画面の電子黒板（Bigpad)、
ホワイトボードなどの設備が使えるので、
ゼミや打合せ、プレゼン、発表会などにも
利用できるのです。

③PCルーム
ここでは、レポート作成やネットを使っ

た調べ学習はもちろん、CD-ROMを利用し
た語学学習も可能です。講習会も開催して
いるので、ぜひ参加してください。

④グループ学習室１&２
少人数（３〜12人）のグループ学習

をしたい時は、こちらの２部屋がお薦め
です。壁のホワイトボードを駆使すれば、
議論が白熱すること間違いなし。空いて
いればいつでも申し込めます。

とにかく静かな空間を、
という方には研究個室がお
薦めです。たくさんの資料
を持ち込んだり、PCのキ
ーボードの音なども周りに
気兼ねせず、集中して勉強
や調べ物ができます。

⑤研究個室

⑥窓際のカウンター席
明るい日差しと目の前に広がるロケーシ

ョンに癒されます。人の動きを気にするこ
ともなくマイペースで勉強できる窓際は落
ち着きますね。

Point 1：多様な学習スペース

みんなで
アクティブ

ラーニング！
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１階研究ゾーンに洋雑誌を置くため、新しく
電動集密書架を設置しました。約７万冊が収容
できるため、これまでより45,000冊も収蔵力
がUPしました。開閉が静かで安全。ボタンひ
とつで操作も簡単なので好評です。

Point 2：図書や雑誌の配置は？収蔵力もUP!
図書は、NDC（日本十進分類法）順に、分かりやすく並べ替えました。また、同じ

フロアの閲覧室と書庫には、同じ分野の図書が並んでいます。これにより、複雑だっ
た動線がシンプルになりました。

学術雑誌は１階の東側（研究ゾーン）に集約し、和雑誌と洋雑誌をそれぞれ書庫と
閲覧室に配置しました。製本雑誌を含めたタイトル順に並んでいます。新着雑誌は閲
覧室の手前に置き、利用者に分かりやすい配置になっています。

⑩AV資料
AVルームから持ち出して、

カウンターへ申し込みます。
部屋の奥には２〜３人で一緒
に視聴できるグループブース
があり、ひそかな人気です。

⑬郷土資料ほか
島根県関係の遺跡資

料や郷土資料、八雲関
係をまとめて３階の地域
資料室に置いています。

⑨３階書庫⑧雑誌電動集密書架⑦閲覧室

⑭新書・文庫
２階の吹抜けの周囲

にあります。ラウンジ
で読んでもOK。一部は
書庫にもあります。

⑪新着図書
⑫新聞・雑誌
入口に近い場所にま

とめて置いています。

３階書庫へは
研究ゾーンの階段で
上がりましょう。

1階 2階

和雑誌

総記、哲学、心理、
歴史、政治、法律など

洋雑誌

書庫 閲覧室

洋図書 大学紀要
書　庫産業、芸術

言語、文学

経済、社会、教育、自然
科学、技術・工学など

書庫 閲覧室

3階
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リニューアルした図書館のこと、どれくらいご存知でしたか。これからも皆
さんのご意見をいただきつつ、よりよい図書館づくりをしていきたいと思いま
す。
最後にお願いです。図書館は大勢の人が利用する場所です。来た時よりも美
しく、設備や資料を大切にし、周囲の迷惑にならないよう、ルールを守って気
持ちよく利用しましょう。

さあ、もっと賢く図書館を使いましょう
基本的な使い方がわかりましたか。でも、図書館はそれだけじゃありません。もっ

と便利な機能や使い方ががたくさんあるのです。
コンセプトのひとつ、「長時間滞在型」図書館。ただ勉強するためだけではなく、空

き時間を有効に活用するためにもぜひ図書館をご利用ください。

◎何を借りようか迷ったら
⑪新着図書コーナーやおススメ図書の⑱ひとたなブック

スをチェックしてみてください。普段は借りないような本
で、面白そうなものが見つかるかも。⑲ブック★コンパス
の展示があったら、そちらも覘いてみてください。

◎無線LANがどこでも使える
館内のほぼすべての場所で無線LANが利用できます。

PCルームは混んでいて落ち着かないという人は、マイ
PCを持ち込んで、お気に入りの席で利用できますね。

⑰返却図書を
　いち早くチェック
返却された図書は、いったんカウ

ンター前の黄色いブックトラックに
置かれます。みんなどんな本を借り
ているのかなぁ。あっ、この本課題
にぴったり、なんて発見があるかも。
ぜひチェックしてみてください。

◎能率アップには休憩も大事
⑮１階ロビー、⑯２階ラウンジにリフレッシュコーナーを整備しました。⑩AV

ルームでは、テレビやDVDを観ることができます。本やパソコンとにらめっこ
しすぎて疲れた時、授業の間のちょっとした空き時間に、図書館のくつろぎ空
間へどうぞ。AVルーム以外は、飲み物（蓋付き）もOKです。

⑫新聞を読む
図書館には朝日、読売などの全国

紙、中国地方の地方紙など各紙そろ
っています。ニュースはスマホでも
手に入るけど、新聞を読むことも勉
強のひとつです。例えば地元紙や日
経新聞などは、就職活動にとても役
にたちます。バックナンバーは、５
階書庫にあります。

◎閲覧机の機能アップ
閲覧机にはすべて、電源コンセントがついています。

４人掛け机の脚部分には、荷物を掛けるためのフックが、
窓際の机には、ワンタッチでON／OFFできるLED照明が
付いています。その日の気分で、広い机を使ったり、一
人でじっくり…場所を変えるといいですね。
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島
根
大
学
附
属
図
書
館
は
、
多
く
の
郷

土
関
係
の
資
料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
島
根
の
近
現
代

に
ゆ
か
り
の
深
い
人
物
た
ち
の
資
料
を
紹
介

し
ま
す
。

山
陰
で
は
、
か
つ
て
漢
詩
が
盛
ん
な
時
期

が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
明
治
か
ら
昭
和
の
は

じ
め
に
か
け
て
活
動
の
中
心
を
担
っ
た
の

が
、
剪せ

ん

淞し
ょ
う

吟ぎ
ん

社し
ゃ

と
い
う
全
国
的
に
も
大
き
な

結
社
で
し
た
。
剪
淞
吟
社
は
、
当
時
の
知
識

人
や
地
方
名
望
家
が
広
く
集
っ
た
組
織
で
し

た
。
例
え
ば
、
松
江
出
身
の
実
業
家
で
美
術

に
造
詣
の
深
か
っ
た
桑
原
羊
次
郎
、
同
じ
く

雑
賀
町
出
身
の
政
治
家
・
若
槻
禮
次
郎
、
日

本
銀
行
重
役
・
山
口
宗
義
な
ど
が
支
援
す
る

な
ど
、
幅
広
い
強
固
な
基
盤
が
あ
り
、
剪
淞

吟
社
の
繁
栄
を
支
え
ま
し
た
。

こ
の
剪
淞
吟
社
は
、『
剪せ

ん

淞し
ょ
う

詩し

文ぶ
ん

』
と
い

う
月
刊
の
機
関
誌
を
1
9
1
7
（
大
正
6
）

年
5
月
よ
り
発
行
し
て
お
り
、
た
だ
漢
詩

を
自
分
た
ち
で
作
っ
て
楽
し
む
だ
け
で
は
な

く
、
漢
詩
の
普
及
や
郷
土
漢
詩
を
中
心
と
し

て
過
去
の
漢
詩
を
掘
り
起
こ
し
、
郷
土
詩
人

の
顕
彰
事
業
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の『
剪

淞
詩
文
』
は
、
そ
の
後
1
9
3
5
（
昭
和
10
）

年
10
月
ま
で
、
18
年
間
に
1
4
3
号
を
刊
行

し
ま
し
た
。
本
格
的
な
漢
詩
文
の
雑
誌
と
し

て
は
他
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
内
容
が
充
実

し
て
い
て
水
準
が
高
く
、
か
な
り
長
期
に
渡

っ
て
継
続
的
に
刊
行
さ
れ
た
、
本
格
的
な
漢

詩
文
雑
誌
は
地
方
の
小
都
市
で
は
他
に
例
が

な
く
」、
ま
た
「
吟
社
の
活
動
は
つ
ぶ
さ
に
雑

誌
に
記
録
さ
れ
、
今
日
に
お
い
て
そ
の
全
貌

を
知
る
こ
と
が
出
来
」、「
日
本
の
地
方
文
化

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
貴
重
な
資
料
⑴
」
と

い
え
ま
す
。

『
剪
淞
詩
文
』
は
、
散
逸
し
て
い
た
も
の
を

本
学
の
名
誉
教
授
で
あ
っ
た
入
谷
仙
介
氏
の

尽
力
に
よ
り
収
集
・
整
備
さ
れ
、
島
根
県
立

図
書
館
と
当
館
、
境
港
市
図
書
館
の
三
館
で

保
存
し
て
い
ま
す
。

『
剪
淞
詩
文
』
は
初
め
四
六
判
で
し
た

が
、
の
ち
菊
判
に
改
め
て
大
型
化
さ
れ
ま
し

た
。
編
集
は
、
の
ち
に
松
江
市
の
二
代
目
市

長
を
務
め
た
高
橋
義よ

し

比ち
か

（
菊
径
）
も
退
職

後
、
1
9
2
6
（
大
正
15
）
年
2
月
か
ら

1
9
3
2
（
昭
和
7
）
年
ま
で
担
当
し
て
い

ま
す
。
彼
は
、
も
と
も
と
教
員
で
し
た
が
、

初
代
市
長
福
岡
世つ

き

徳の
り

に
招
か
れ
て
助
役
と
な

り
、
市
政
を
支
え
ま
し
た
。
福
岡
が
退
任
後
、

市
長
と
な
り
ま
し
た
。
高
橋
も
漢
詩
を
た
し

な
ん
で
お
り
、
高
橋
が
詠
ん
だ
も
の
を
、
没

後
嗣
子
中
が
『
菊
径
詩
存
』
と
し
て
刊
行
し

ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
松
江
高
等
学
校
と
桑

原
羊
次
郎
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
を
、
当
館
で

所
蔵
し
て
い
ま
す
。

『
菊
径
詩
存
』
を
み
て
み
る
と
、
た
び
た
び

「
克
堂
」
と
い
う
号
を
も
つ
人
物
が
登
場
す
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
若
槻
克
堂
、

つ
ま
り
若
槻
禮
次
郎
の
こ
と
で
す
。
若
槻
は
、

漢
詩
を
好
み
、
剪
淞
吟
社
に
も
援
助
を
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
剪
淞
吟
社
の
名
誉

会
員
と
し
て
名
を
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

剪
淞
吟
社
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
の
作
品

は
他
に
も
あ
り
、
例
え
ば
安
来
出
身
の
実
業

家
で
農
事
改
良
に
つ
と
め
た
ほ
か
、
安
来
銀

行
、
合
同
汽
船
、
安
来
製
鋼
所
な
ど
を
創
立

し
、
の
ち
に
安
来
町
長
を
経
て
衆
議
院
議
員

に
な
っ
た
並な

び

河か

理り

二じ

郎ろ
う

（
適
処
）
の
『
適
処

遺
稿
』
な
ど
も
、
当
時
を
知
る
貴
重
な
資
料

の
一
つ
で
す
。
適
処
は
、
1
9
1
2
（
大
正

元
年
）
11
月
に
吟
社
へ
入
社
し
ま
し
た
。
こ

の
時
期
か
ら
吟
社
は
松
江
の
詩
社
か
ら
全
国

へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
他
に
も
、
剪
淞
吟
社
の
社
長
で
あ
っ

た
村
上
琴き

ん

屋お
く

の
『
琴
屋
詩
存
』
や
、『
剪
淞
詩

文
』
の
編
集
に
あ
た
っ
た
信し

太だ

淞
北
の
『
淞

北
夜
譚
』（
桑
原
文
庫
）、
同
じ
く
編
集
に
あ

た
っ
た
谷
口
廻か

い

瀾ら
ん

の
『
廻
瀾
余
滴
』
な
ど
も

当
館
で
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

第
12
回

「
剪せ

ん

淞し
ょ
う

吟ぎ
ん

社し
ゃ

関
係
資
料
」

小
林
奈
緒
子
／
情
報
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

剪淞詩文
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村
上
琴
屋
は
、
島
根
県
庁
に
勤
め
て
い
ま

し
た
が
、
隠
岐
の
島
司
を
最
後
に
引
退
し
ま

し
た
。
引
退
後
は
、
旧
藩
主
で
あ
っ
た
松
平

家
の
家
令
と
な
り
ま
し
た
。
初
期
の
剪
淞
吟

社
は
こ
の
村
上
琴
屋
が
社
長
で
選
輯
し
、
木

次
町
日
登
の
医
者
で
あ
っ
た
横
山
耐
雪
が
編

集
長
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

谷
口
廻か

い

瀾ら
ん

は
広
瀬
藩
の
儒
者
、
山
村
勉
斉

の
二
男
で
、
各
地
の
中
学
校
に
勤
務
し
ま
し

た
。
松
江
中
学
に
は
23
年
間
勤
務
し
、
そ
の

間
島
根
県
教
育
会
の
機
関
誌
「
島
根
教
育
」

を
執
筆
し
ま
し
た
。『
剪
淞
詩
文
』
の
編
集
で

は
、
高
齢
の
高
橋
を
よ
く
補
佐
し
、
晩
年
は

若
槻
禮
次
郎
と
も
詩
を
通
し
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

信
太
淞
北
は
、
税
務
官
吏
と
し
て
各
地
を

転
々
と
し
、
1
9
2
2
（
大
正
11
）
年
に
松

江
に
帰
り
、
翌
年
の
10
月
よ
り
2
年
間
、
剪

淞
吟
社
で
編
集
に
あ
た
り
ま
し
た
。
生
前
に

『
剪
淞
詩
文
』
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
は
20
篇
に

及
び
ま
す
。

こ
れ
ら
の
人
々
に
支
え
ら
れ
た
剪
淞
吟
社

は
、
最
盛
期
に
は
島
根
県
内
の
人
間
だ
け
で

は
な
く
、
東
京
を
は
じ
め
全
国
1
0
0
名
以

上
の
同
人
が
所
属
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
⑵
。
同
吟
社
は
、
例
会
を

は
じ
め
、
四
季
折
々
の
小
詩
会
を
開
く
と
共

に
、
山
陰
詩
人
大
会
の
よ
う
な
総
会
を
定
期

的
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
、
剪
淞
吟
社
に
関
わ
る
数
々
の
資

料
は
、
近
年
図
書
館
の
目
録
の
遡
及
入
力
が

進
ん
だ
た
め
に
、
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
点
在
し
て
い
た
資
料

が
全
体
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

ま
た
、
当
時
の
様
相
を
知
る
手
掛
か
り
と

し
て
、
資
料
そ
の
も
の
は
所
蔵
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン

タ
ー
の
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
翻
刻
が

進
め
ら
れ
て
い
る
初
代
松
江
市
長
福
岡
世
徳

の
日
記
等
の
翻
刻
「
福
岡
世
徳
文
書
」⑶
の
一

部
や
、
当
時
の
新
聞
史
料
を
併
せ
て
読
み
進

め
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。「
福
岡
世
徳
文

書
」
の
翻
刻
は
、山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
の
『
山

陰
研
究
』、
あ
る
い
は
電
子
媒
体
を
「
島
根
大

学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
S
W
A
N
」
で
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
学
内
に
あ
る
他
の
資
料
を

交
差
し
て
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
近
代

松
江
の
発
展
を
支
え
て
き
た
人
々
が
ど
の
よ

う
に
交
流
し
、
そ
の
人
脈
を
広
げ
て
き
た
の

か
が
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
近
代

松
江
の
様
相
を
描
い
て
い
く
作
業
に
も
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
地
域
資
料
室
や
書
庫
、
あ

る
い
は
貴
重
資
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ

れ
ら
の
資
料
の
数
々
は
、
そ
の
よ
う
な
可
能

性
を
秘
め
た
貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
の
で
す
。

（
こ
ば
や
し
　
な
お
こ
）

⑴
入
谷
仙
介
「
漢
詩
文
雑
誌
『
剪
淞
詩

文
』」（『
山
陰
の
近
代
漢
詩
』
山
陰
の

近
代
漢
詩
刊
行
会
発
行
、2
0
0
4
年
）

⑵
研
究
代
表
者
・
道
坂
昭
廣
「
剪
淞
吟

社
資
料
の
整
理
・
保
存
及
び
同
吟
社
の

文
学
活
動
に
対
す
る
実
証
的
研
究
」（
平

成
17
年
度
〜
平
成
18
年
度
科
学
研
究

費
補
助
金
（
基
盤
研
究（
C
））
研
究
成

果
報
告
書
）

⑶
こ
の
翻
刻
を
も
と
に
書
か
れ
た
『
初

代
松
江
市
長
福
岡
世
徳 

： 

そ
の
旅
と
松

江
振
興
策
』
も
参
考
に
な
る
（
竹
永
三

男
著
、
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究

セ
ン
タ
ー
、
2
0
1
3
年
）

【
参
考
資
料
】

・
入
谷
仙
介
『
出
雲
漢
詩
散
歩
』（
ふ
る

さ
と
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
山
陰
の
自
然
と
文

化
6
）
た
た
ら
書
房
、
1
9
8
7
年

・
入
谷
仙
介
・
大
原
俊
二
『
山
陰
の
近
代

漢
詩
』
報
光
社
、
2
0
0
4
年

菊径詩存

適処遺稿

琴屋詩存ほか



お
仕
事

　情
報
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

　小
豆
澤
悦
子

図
書
館
員
の

図
書
館
員
の

「
広
報
│

ど
う
す
れ
ば
情
報
は
伝
わ
る
か
│

」

8

１
．は
じ
め
に

図
書
館
で
は
通
常
の
グ
ル
ー
プ
業
務
と
は
別

に
、グ
ル
ー
プ
を
ま
た
ぐ
内
容
に
つ
い
て
、チ
ー

ム
業
務
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
蔵
書
構
築
、
所
蔵
資
料
の
調
査

研
究
、
地
域
連
携
な
ど
で
す
。
そ
の
中
の
ひ
と

つ
に
広
報
が
あ
り
ま
す
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
図
書
館
で
は
、
広
報

と
い
う
仕
事
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
広
報
手
段
も
紙
媒
体
、
電
子
媒
体
で

そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
広
報
チ
ー
ム
で
は
、
広
報
誌
（
館
報
、
年

報
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
な
ど
）
の
発
行
以
外
に
、

館
内
サ
イ
ン
（
案
内
）
や
展
示
活
動
な
ど
の
業

務
も
広
い
意
味
で
の
広
報
と
捉
え
、
図
書
館
の

有
効
利
用
、利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
．館
内
サ
イ
ン

今
年
4
月
に
本
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
が
、
改
修
工
事
に
際
し
て
重
要
視

し
た
も
の
の
ひ
と
つ
が
館
内
サ
イ
ン
で
す
。
サ

イ
ン
に
は
、表
1
の
よ
う
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
図
書
館
は
、
案
内
板
な
ど
の
サ

イ
ン
類
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ど
こ
に
何
が
あ
る

の
か
、
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の
か
が
わ
か
り

に
く
い
状
況
で
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
図

書
館
で
は
、
必
要
な
場
所
に
、
目
的
に
応
じ
た

わ
か
り
や
す
い
サ
イ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
ゾ
ー
ン
カ
ラ
ー

全
館
共
通
で
使
用
す
る
ベ
ー
ス
カ
ラ
ー
は

「
ラ
イ
ム
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
黄
緑
で
す
。こ
れ
に

加
え
、3
つ
の
ゾ
ー
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
「
交
流
＝
オ

レ
ン
ジ
」「
学
習
＝
緑
」「
研
究
＝
青
」
の
ゾ
ー
ン

カ
ラ
ー
を
定
め
、
色
彩
に
よ
り
場
所
や
目
的
を

明
確
に
識
別
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ゾ
ー

ン
カ
ラ
ー
は
遠
く
か
ら
で
も
よ
く
目
立
ち
、
学

習
意
欲
を
高
め
た
り
、
活
気
の
あ
る
居
心
地
の

よ
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

■
形
態
と
デ
ザ
イ
ン

館
内
サ
イ
ン
に
は
、
壁
付
型
、
天
井
吊
型
、

ス
タ
ン
ド
型
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

形
態
が
異
な
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
同
じ
色

調
や
素
材
の
も
の
を
選
び
、
雑
然
と
し
た
イ

メ
ー
ジ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

全
体
的
に
は
大
学
図
書
館
に
ふ
さ
わ
し

い
、
落
ち
着
い
た
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
を

ベ
ー
ス
と
し
、
一
部
に
デ
ザ
イ
ン
性
の
あ
る

大
型
の
サ
イ
ン
を
設
置
し
て
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
ま
し
た
。
資
料
配
置
や
利
用
方
法
な
ど
内

容
が
更
新
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
変
更

が
容
易
に
で
き
る
よ
う
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し

た
も
の
を
挟
み
込
む
パ
ネ
ル
タ
イ
プ
の
も
の

に
し
ま
し
た
。

施
設
案
内
サ
イ
ン
、名
称
サ
イ
ン
、誘
導
サ

イ
ン
は
、利
用
者
の
動
線
を
考
慮
し
、必
要
と

思
わ
れ
る
場
所
の
、
目
に
留
ま
り
や
す
い
効

果
的
な
位
置
に
設
置
し
ま
し
た
。
利
用
案
内

サ
イ
ン
に
は
、
簡
潔
な
表
現
で
特
徴
や
目
的
、

利
用
方
法
を
記
載
し
ま
し
た
。
規
制
サ
イ
ン

に
は
、飲
食
禁
止
、立
入
禁
止
な
ど
の
規
制
の

ほ
か
、
安
全
上
の
た
め
の
規
制
も
含
ま
れ
ま

す
。３

．広
報〈
掲
示
板
〉

ポ
ス
タ
ー
や
掲
示
物
の
た

め
の
掲
示
板
は
、
図
書
館
関
連

と
そ
れ
以
外
の
も
の
を
明
確

に
分
け
て
貼
る
よ
う
に
し
ま

し
た
（
表
2
）。
掲
示
板
の
一

角
に
は
、
学
生
向
け
の
論
文
や

作
品
募
集
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
掲
示
板
が
狭

く
、ポ
ス
タ
ー
や
掲
示
物
な
ど

が
雑
然
と
貼
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

美
観
を
損
ね
な

い
よ
う
、
掲
示

物
を
作
成
す
る

際
は
統
一
感
の

あ
る
色
や
デ
ザ

イ
ン
を
心
掛
け
、

壁
へ
の
直
貼
り

を
い
っ
さ
い
無

表 1　サインの種類と目的

①施設案内サイン

②名称サイン

③利用案内サイン

④誘導サイン

⑤規制サイン

館内の資料、施設、設備等の配置を案内

館内施設の名称を案内

利用方法や利用上のルールを案内

矢印等で目的の場所へ案内

避難経路を案内

利用上の注意事項・禁止事項を案内

目　的種　類

②③名称、コピー機の利用案内

②③ラーニングコモンズの名称、
利用案内

①⑦施設案内

③⑤入館ゲートの利用案内
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く
し
ま
し
た
。
ま
た
、
掲
示

期
間
が
長
い
も
の
は
壁
付
の

掲
示
用
パ
ネ
ル
へ
、
期
間
限

定
や
一
時
的
な
も
の
は
フ
ロ

ア
ス
タ
ン
ド
を
使
用
す
る
な

ど
、
効
果
的
な
使
い
分
け
を

し
て
い
ま
す
。

４
．広
報

　
〈
電
子
掲
示
板
〉

人
通
り
の
多
い
ホ
ー
ル
や

階
段
踊
り
場
な
ど
4
か
所

に
、
電
子
掲
示
板
（
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
）
を
設
置
し

ま
し
た（
表
3
）。
特
に
注
意

し
て
い
な
く
て
も
、
動
き
の

あ
る
鮮
や
か
な
画
面
が
目
に

飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

基
本
的
な
利
用
案
内
か
ら
イ
ベ

ン
ト
の
お
知
ら
せ
ま
で
様
々
な
情

報
を
提
供
し
て
お
り
、「
こ
こ
が
セ

ン
ス
の
見
せ
ど
こ
ろ
」
と
、職
員
が

デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
し
な
が
ら
、定
期

的
に
内
容
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

５
．館
内
展
示

改
修
に
伴
い
、
展
示
専
用
の
部
屋
が
で
き

ま
し
た
。
島
根
大
学
同
窓
会
資
料
の
常
設
展

示
と
、
定
期
的
に
入
れ
替
え
る
企
画
展
示
を

開
催
し
て
い
ま
す
（
表
4
）。

⑭
⑮
は
壁
面
の
天
井
ま
で
い
っ
ぱ
い
を
利

用
し
た
展
示
ウ
ォ
ー
ル
で
す
。
専
用
の
パ
ー

ツ
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
パ
ネ
ル
や
ポ
ス
タ

ー
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
物
の
展
示
が
可
能

で
す
。
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
学
習
成
果
、作
品
発

表
の
場
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
学
生
の

み
な
さ
ん
の
、
ア
イ
デ
ア
に
溢
れ
た
展
示
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

６
．新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

合
理
的
で
効
果
的
な
広
報
の
手
段
と
し

て
、
ブ
ロ
グ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
が
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
気
軽
に
投
稿
で
き
た

り
反
応
が
得
ら
れ
る
半
面
、
明
確
な
基
準
の

も
と
で
活
用
し
な
い
と
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。

や
り
方
次
第
で
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
イ

メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
も
繋
が
る
広
報
は
、
館
と

し
て
一
体
感
の
あ
る
戦
略
が
必
要
で
す
。
図

書
館
の
業
務
や
活
動
を
理
解
し
活
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
利
用
者
の
視
点
に
立
ち
つ
つ
、

遊
び
心
や
個
性
の
あ
る
広
報
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
あ
ず
き
ざ
わ
え
つ
こ
）

表 2 　 館 内 掲 示 板

⑥新聞雑誌コーナー

⑦玄関ロビー

⑧ホール

投書への回答

館内フロア図

開館カレンダー

図書館サービス及びイベント情報

学内のイベント情報

地域のイベント情報

他機関イベント情報

論文等募集コーナー

内　容場　所

表 3 　 電 子 掲 示 板

表 4 　 展 示 コ ー ナ ー

⑨玄関前アプローチ

⑩ホール

⑪階段踊り場

⑫PCルーム前

年間開館スケジュール

図書館イベント情報

利用案内

図書館サービス及びイベント情報

講習会の開催スケジュール

内　容場　所

⑬展示室

⑭1階/2階渡り廊下

⑮PCルーム前

常設展示（島根大学同窓会資料）

企画展示

図書館の資料紹介など

利用者による企画展示

図書のテーマ展示

電子資料に関する情報

図書館の活動の紹介

内　容場　所

⑧ホール掲示板

③⑤⑩ホールから見上げるサイン

⑥投書コーナー

③⑪階段の電子掲示板⑦玄関ロビー

③⑫ＰＣルームの利用案内⑭展示ウォール
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平
成
25
年
9
月
5
日
と
6
日
の
2
日
間
、

島
根
大
学
に
お
い
て
、
第
3
回
大
学
図
書
館

学
生
協
働
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
各
大
学

の
図
書
館
で
活
動
す
る
学
生
協
働
ス
タ
ッ
フ

が
、
互
い
の
活
動
を
報
告
し
合
い
交
流
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
各
大
学
で
の
よ
り
発
展
的

な
活
動
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
全
国
の
大

学
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
開
催
し
、
15
大
学

か
ら
約
1
0
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
私
た
ち
の
手
で
つ
く

り
出
す
図
書
館
の
形
─
人
を
惹
き
つ
け
る
空

間
を
目
指
し
て
─
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
基

調
講
演
や
基
調
報
告
、
参
加
大
学
ご
と
の
発

表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
初
日
は
、
大
阪
芸
術
大
学

図
書
館
課
長
の
多
賀
谷
津
也
子
氏
に
よ
る
基

調
講
演
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
講
演
で
は「
学

生
目
線
で
つ
く
る
新
し
い
図
書
館
の
形
」
を

テ
ー
マ
に
、
大
阪
芸
術
大
学
で
実
際
に
行
わ

れ
て
い
る
取
り
組
み
や
、
図
書
館
資
源
と
し

て
「
空
間
」
を
考
え
る
こ
と
で
な
さ
れ
た
図

書
館
の
活
動
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

芸
術
学
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
大
学

の
特
性
を
活
か
し
て
、
図
書
館
に
芸
術
作
品

が
展
示
さ
れ
て
い
る
点
が
印
象
的
で
し
た
。

「
図
書
館
と
い
え
ば
本
が
あ
る
と
こ
ろ
」
と
い

う
先
入
観
が
あ
っ
た
の
で
、
美
術
館
の
よ
う

な
様
相
を
呈
し
て
い
る
図
書
館
の
写
真
が
新

鮮
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た

基
調
報
告
で
は
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
の

ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
々
が
、
図

書
館
で
行
わ
れ
て
い
る
学
習
支
援
活
動
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
筑
波
大
学
で
は
、

ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
呼
ば
れ
る
学

生
ス
タ
ッ
フ
が
学
生
を
相
手
に
学
習
支
援
や

レ
ポ
ー
ト
・
論
文
の
書
き
方
に
つ
い
て
指
導

し
て
い
る
と
聞
き
、
図
書
館
と
学
生
の
新
た

な
関
わ
り
方
だ
と
興
味
深
く
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
学
生
協
働

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
よ
る
図
書
館
活
性
化
の

取
組
事
例
報
告
と
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
学
ご
と
に
図
書
館
で
ど

の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
今
後

図
書
館
を
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
と
い
っ
た

よ
う
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
大

学
に
よ
っ
て
特
色
を
活
か
し
た
工
夫
に
違
い

が
あ
り
、
自
身
の
大
学
で
行
っ
て
い
る
こ
と

が
全
て
で
は
な
い
の
だ
と
改
め
て
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
発
表
の
内
容

は
も
ち
ろ
ん
、
発
表
者
の
方
々
の
様
子
か
ら

も
図
書
館
作
り
に
対
す
る
熱
意
や
姿
勢
が
伺

え
て
、
い
い
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

各
大
学
か
ら
の
発
表
の
後
は
、
島
根
大
学

図
書
館
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
、
参
加
さ
れ
た

他
大
学
の
皆
さ
ん
に
島
根
大
学
附
属
図
書
館

を
案
内
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
私
た
ち
が
普

段
当
然
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
図
書
館
の

設
備
、
た
と
え
ば
電
子
黒
板
や
貸
出
バ
ッ
グ

な
ど
へ
意
見
・
質
問
を
頂
き
、
案
内
や
詳
し

い
説
明
を
す
る
に
は
図
書
館
に
つ
い
て
も
っ

と
よ
く
知
る
必
要
が
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

1
日
目
の
最
後
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参

加
者
に
よ
る
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
ポ
ス
タ
ー

に
よ
る
発
表
と
は
違
う
、
参
加
者
の
方
の
生

の
声
を
聞
き
な
が
ら
気
軽
に
意
見
交
換
が
で

き
、
図
書
館
に
携
わ
る
も
の
同
士
と
し
て
お

話
し
で
き
て
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。
図
書

館
サ
ポ
ー
ト
以
外
の
話
題
で
も
盛
り
上
が
り
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し

た
。2

日
目
は
ま

ず
、「
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
が
つ
く

る
新
し
い
図
書

館
の
形
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
私

た
ち
島
根
大
学

が
発
表
を
行
い

第3回 大学図書館
学生協働交流シンポジウム

法文学部 法経学科　3年　西　秀美

学
生
に
よ
る
利
用
者
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
図
書
館
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
も
4
年
目
。

今
年
度
は
、
2
回
生
か
ら
博
士
課
程
の
院
生
ま
で
、
専
攻
分
野
も
様
々
な
総
勢

16
名
で
活
動
中
で
す
!
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ま
し
た
。
事
前
の
話
し
合
い
で
、
島
根
大
学

は
利
用
サ
ポ
ー
ト
の
内
容
を
中
心
と
し
、
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
活
動
の
体
験
記
と
い
う
形
で

報
告
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
発
表
内

容
を
議
論
す
る
な
か
で
、
結
果
的
に
、
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
の
失
敗
点
等
を
改
め
て
検
討
し
課

題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
際
に
発
表
し
た
際
も
、
多
く
の
質
問
や
意

見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
図
書
館
カ
フ
ェ
で
は
、

「
人
を
惹
き
つ
け
る
図
書
館
を
つ
く
る
た
め
に

あ
な
た
は
何
を
し
ま
す
か
？
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
の
形
式
で
進
め
ら
れ
、
テ
ー
ブ

ル
ご
と
に
模
造
紙
を
囲
ん
で
、
イ
ラ
ス
ト
や

思
っ
た
事
を
気
軽
に
書
き
込
む
と
い
う
形
式

だ
っ
た
の
で
、
話
し
合
い
の
成
果
が
分
か
り

や
す
か
っ
た
で
す
。

午
後
に
は
施
設
見
学
と
し
て
、
島
根
県
立

大
学
の
お
は
な
し
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
に
行
き
ま
し
た
。
私
た
ち
島
根
大
学
は
、

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
主
催
大
学
で
あ
っ

た
た
め
、
他
大
学
の
図
書
館
を
見
学
で
き
な

い
の
を
少
し
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
お
は
な
し
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
き
、

自
分
自
身
の
目
で
他
大
学
の
施
設
を
見
る
こ

と
が
で
き
て
、
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。
施
設

内
に
は
た
く
さ
ん
の
絵
本

が
お
さ
め
ら
れ
て
い
て
、

そ
れ
を
読
め
た
だ
け
で
な

く
、
島
根
県
立
大
学
の
学

生
の
方
に
読
み
聞
か
せ
も

し
て
頂
け
て
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。

こ
う
し
て
2
日
間
に
及

ぶ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
終
了

し
ま
し
た
が
、
今
回
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、
島
根
大
学
と
他
大

学
の
違
い
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

島
根
大
学
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
、
た
と
え

ば
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
文
系
理
系
を
問
わ
ず
、

留
学
生
・
院
生
に
至
る
ま
で
幅
広
く
参
加
し

て
い
る
こ
と
や
、
分
類
番
号
を
書
い
た
書
架

の
し
き
り
の
存
在
が
、
他
大
学
で
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
こ
と
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

一
方
、
他
大
学
で
は
地
域
の
方
と
合
同
で

読
書
会
が
開
か
れ
て
い
た
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー

の
日
誌
を
学
生
と
図
書
館
職
員
が
共
同
で
記

入
し
て
い
た
り
と
、
思
い
も
よ
ら
な
い
切
り

口
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

島
根
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
全
て
で

は
な
い
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
島
根
大

学
な
ら
で
は
の
長
所
を
き
ち
ん
と
知
っ
た
う

え
で
そ
れ
を
伸
ば
し
、
一
方
で
は
他
大
学
で

行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
る
、
と
い
っ
た
活
動
の
指
針
を
得
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

島
根
大
学
で
は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
同
士
、
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
職
員
間
で
の
交
流
が
不
足

し
て
い
る
の
で
は
、
と
い
う
意
見
が
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
準
備
段
階
か
ら
出
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
日
誌
を
交
換
日
記
の

よ
う
な
形
態
で
行
う
、
と
い
う
他
大
学
の
方

法
を
取
り
入
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
得
ら
れ
た
も
の
を
柔
軟
に
吸
収

す
る
こ
と
で
、
課
題
の
解
決
に
繋
げ
る
手
が

か
り
に
な
り
得
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
構
成
員
が
幅
広
い
こ
と
を

活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
オ
ス
ス
メ

の
本
を
選
ぶ
ブ
ッ
ク
コ
ン
パ
ス
を
や
っ
て
み

る
、
と
い
う
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
え
ば
、

島
根
大
学
の
よ
さ
を
活
か
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
も
思
い
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
多

く
の
方
の
意
見
に
触
れ
た
こ
と
で
、
図
書
館

作
り
に
貢
献
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
図
書
館
を
よ
り
よ
い
も

の
に
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
見
つ
け

る
、
有
意
義
な
機
会
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
得
ら

れ
た
事
を
、
し
っ
か
り
今
後
の
活
動
に
い
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
に
し　

ひ
で
み
）
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書 評

自著
紹介

本
書
は
、
松
江
市
教
育
委
員
会
が
地
域
限

定
で
公
刊
し
て
い
る
「
松
江
市
ふ
る
さ
と
文

庫
」
の
15
冊
目
に
あ
た
る
。

松
江
城
下
町
に
つ
い
て
は
、「
堅
固
な
要
塞

都
市
と
し
て
、
い
か
に
防
御
の
工
夫
が
な
さ

れ
て
い
た
か
」
と
い
う
説
明
を
聞
か
れ
た
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
「
水
路
が
発

達
し
、
経
済
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
水
の
都
」

と
い
う
説
明
を
聞
か
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。そ

れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
事
実
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

実
際
に
は
両
者
の
両
立
は
容
易
な
こ
と
で
は

な
く
、
矛
盾
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
前

者
は
城
下
町
建
設
当
時
の
武
家
権
力
の
意
思

で
あ
り
、
後
者
は
17
世
紀
後
半
以
降
の
実
態

で
あ
る
。
城
下
町
を
理
解
す
る
た
め
の
鍵
は
、

そ
の
歴
史
的
な
展
開
過
程
や
形
成
の
さ
れ
方

の
中
に
あ
る
と
言
え
る
。

そ
も
そ
も
、何
故
こ
こ
に
城
下
町
が
つ
く
ら

れ
た
の
か
。松
江
城
下
町
を
素
材
と
し
て
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
く
と
、
そ
の
背
後
か

ら
は
、
ア
ジ
ア
諸
海
域
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
も
つ

な
が
る
よ
う
な
大
き
な
時
代
の
転
換
が
見
え

て
く
る
。

江
戸
時
代
の
初
め
、
出
雲
・
隠
岐
を
領
し
た

堀
尾
吉
晴
は
、居
城
の
月
山
富
田
城（
安
来
市
）

と
そ
の
城
下
町
が
手
狭
で
あ
り
、戦
術
的
に
も

時
代
遅
れ
で
あ
っ
た
か
ら
、
松
江
城
と
そ
の
城

下
町
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
た
、と
言
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
中
世
以
前
の
状
況
を
探
っ
て

い
く
う
ち
に
、
そ
れ
が
い
か
に
困
難
で
、
と
て

つ
も
な
い
大
事
業
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ

と
が
、
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
集
住

す
る
人
口
規
模
を
収
容
す
る
た
め
と
は
い
え
、

山
を
崩
し
、
湿
地
を
埋
め
立
て
る
な
ど
、
大
規

模
な
土
木
工
事
を
行
う
必
要
が
あ
る
よ
う
な

場
所
を
、
何
故
わ
ざ
わ
ざ
選
ぶ
必
要
が
あ
っ

た
の
か
。
そ
の
手
が
か
り
は
、
中
世
に
展
開
し

て
き
た
水
運
を
は
じ
め
と
す
る
物
流
・
交
流
、

港
湾
都
市
の
形
成
、石
見
産
銀
の
増
大
に
よ
る

流
通
構
造
や
社
会
構
造
の
大
き
な
変
化
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
本
書
は
、
断
片
的
な
様
々

な
史
料
を
用
い
な
が
ら
、そ
の
よ
う
な
課
題
に

取
り
組
も
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

松
江
市
の
み
な
ら
ず
、日
本
の
多
く
の
地
方

都
市
を
語
る
上
で
、城
下
町
の
成
り
立
ち
を
考

え
る
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

本
書
は
、
そ
の
叩
き
台
に
す
ぎ
な
い
が
、
今
後

さ
ら
に
検
討
が
深
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

(

は
せ
が
わ　

ひ
ろ
し)

【
本
館
・
３
Ｆ
地
域
資
料
室(

郷
土)　
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9
1
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】

■
本
館

■
医
学
図
書
館

飯野公央(法文学部） 写真でたどるハーンの1年2ヶ月

上園昌武(法文学部）
先進例から学ぶ再生可能エネルギーの普及政策
ノーモア・フクシマ! : どうする島根原発!!

「原発ゼロ」プログラム : 技術の現状と私たちの挑戦
大橋泰夫(法文学部） 古代日本における法倉の研究
竹永三男(法文学部） 初代松江市長福岡世徳 : その旅と松江振興策
田籠　博(法文学部） 都道府県別全国方言辞典
出口　顕(法文学部） レヴィ=ストロース : まなざしの構造主義
丸橋充拓(法文学部） 中国古代軍事制度の総合的研究
宮本恭子(法文学部） 介護現場における人材の確保と定着 : 持続可能性の高い施策をめざして
法文学部地理学研究室 2012年度鹿児島県巡検報告書
作野広和(教育学部） 美郷町地誌(人文地理学教育・研究叢書 45)

縄田裕幸(教育学部）

統語論(朝倉日英対照言語学シリーズ  5)
言語変化 : 動機とメカニズム 
書評から学ぶ理論言語学の最先端　上・下
ウィズダム英和辞典　3版

長谷川博史(教育学部） 中世水運と松江 : 城下町形成の前史を探る
産金村落と奥州の地域社会 : 近世前期の仙台藩を中心に 

富澤芳亜(教育学部） 中国経済史入門

汪　発武(総合理工学研究科） Progress of geo-disaster mitigation technology in Asia
山陰地域の斜面災害

田中章司郎(総合理工学研究科） Improvement of MX-CIF Quadtree: With Downloadable Source Code and Benchmark 
Datasets

石田　章(生物資源科学部） 開発と個人・集団
小林伸雄(生物資源科学部） 津ヽし絵本解説

小林祥泰(学長) ハリソン内科学(第4版)　1・2
木下芳一(医学部) 症状からアプローチするプライマリケア(生涯教育シリーズ)
長井　篤(医学部) 臨床検査のガイドライン : 検査値アプローチ・症候・疾患
吉田　浩(名誉教授) ヴォート生化学(第4版)　上・下
附属病院 島根大学医学部附属病院医薬品集(第16版)

『中世水運と松江　
　城下町形成の前史を
　探る』
(松江市ふるさと文庫15)
松江市教育委員会
文化財課史料編纂室, 2013.1

教育学部
共生社会教育講座教授　長谷川博史

職 員 寄 贈 図 書 （平成 24年 12月～平成 25年 9月）
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書 評

医学部　医学科　4年　加納希生

「なんだか、難しそう…」と、タイトルで引いてしまった
方に是非読んで貰いたい作品です！一風変わった生命に関
する科学書のご紹介です。
「科学書」と言っても、お堅そうに見える表題とは対照的

に、とっても軽快な筆致で書かれた一般向けの書籍です！身
近な話題を例に挙げながら、表題となっている「動的平衡」
の説明に向かってグイグイと読者を引っ張っていきます。随
所に社会現象や生物現象の背景トリビアが豊富に盛り込ま
れているので、最後まで全く飽きず読了できますよ！

さて、表題にある「動的平衡」とはなんでしょうか。一
言でいえば「あなたの体(の細胞)は常に入れ換わっていま
す」ということです。例えばあなた自身の体を考えてみて
下さい。１年前のあなたと今のあなたは同一人物ですか？
…突然意味の分からない質問となりましたね。しかし、よ
くよく考えてみると、的を射た質問です。細胞は代謝を繰
り返していますよね。赤血球は約４カ月で死んでしまいま
すし、気になるお肌なんか１ヵ月程度で入れ替わっていま
す。人間の細胞は、数か月もすればすっかり別のものと入
れ替わっているのです。まるで川の流れを作る水のように。
それでも同一人物でしょうか？？この問の答えになるのが
本書で紹介される「動的平衡」です。

…イメージがわかない？そうですよね…僕の拙い文章で
は、なんとも表現し難い！本書を開いて、筆者のテンポの良
い文体を楽しみながら生命科学の面白さを感じて下さい。

作者の福岡伸一先生は京都大学卒の分子生物学者で、現
在は青山学院大学で教鞭をとっている第一線の研究者で
す。であると共に、多くの書籍を出版している売れっ子の
作家さんでもあります。2007年出版の「生物と無生物の
あいだ」は科学書としては異例の65万部を突破し、大ベス
トセラーとなりました。本書は251頁しか有りませんから、
時間もそんなにとりませんよ！是非！

（かのう　きお）

【医学2F　460/FUK　本館・２F閲覧室　460.4/F82】

総合理工学部　電子制御システム工学科　4年　竹久弘晃

現代数学の発展に大きく寄与した、数少ない日本人とし
て数学史に名を残すであろう著者のエッセイ集である。内
容は、「数学とはなにものであるか」についての著者独自の
考え、数学教育についての考察、それと著者のプリンスト
ン高級研究所勤務時代の家族との手紙が主である。

この本のもっともおもしろいところは、著者は、数学は
高度に感覚的な学問であると述べているところであろう。
著者曰く、人が数学を行うとき、「数覚」という五感によ
く似た感覚で数学的現象を「見て」いる。数学の証明を追っ
ていくうちに定理を理解するというのは、定理の述べる数
学的事実を感覚的に理解するということである。著者程の
数学者が、ある数学の定理を理解するために何をしている
か。定理を何度もノートに写すそうである。何度も写して
いるうちに、完全な証明の暗記でなく感覚的に定理がわ
かってくるものだそうである。これもやはり数覚というも
のにより、定理への道筋が見えるのであろう。そしてこの
数覚を養うには、機械的訓練が不可欠であると著者は語っ
ている。

著者は数学教育にも関心を持ち、現在の受験教育は学問
の勉強というよりも、受験技術の練習という面が強いとい
う批判も本書にはある。

自分で考える学問の数学は楽しく、受験技術的な数学は
つまらない。例えば、受験の数学はバスツアーのようなも
ので、自分で考える数学は一人旅のようなものであるだろ
う。バスツアーは楽で失敗はないかもしれないが、一人旅
のように自分で時間の許す限り好きな事をする楽しみはな
い。一人旅の失敗というものは、それもまた良い経験にな
ると思う。もちろん、一人旅では準備が必要である。この
準備にあたるものが数学では機械的訓練による数覚の養成
なのであろう。

数学という世界は、自分の感覚に導かれて旅をするとこ
ろに魅力があるのではないか、この本でそんな考えが浮か
んだ。� （たけひさ　ひろあき）

【本館・２F閲覧室　410.49/Ko17】

怠け数学者の記
小平邦彦著　
岩波書店　
1986.5
ISBN:4000057405

動的平衡　
生命はなぜそこに宿るのか

福岡伸一著　
木楽舎　
2009.2
ISBN:9784863240124
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第
54
回
中
国
四
国
地
区

大
学
図
書
館
研
究
集
会

情
報
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
　

金
子
尚
登

日
時

平
成
25
年
10
月
10
日（
木
）〜
11
日（
金
）

場
所

岡
山
大
学

こ
の
研
究
集
会
は
毎
年
中
国
四
国
地
区
の
各

県
の
大
学
が
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
私

は
以
前
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
、
今
回
は
た
だ

参
加
す
る
の
で
は
な
く
発
表
者
と
し
て
登
壇
す

る
た
め
、
発
表
の
準
備
等
で
む
し
ろ
開
催
前
の
方

が
忙
し
く
し
て
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
講
師
に
よ
る
講
演
、
各
大
学

職
員
に
よ
る
発
表
・
報
告
、
お
よ
び
グ
ル
ー
プ

討
議
と
い
う
構
成
で
し
た
。

1
日
目
は
、
ま
ず
日
本
大
学
文
理
学
部
の
小

山
憲
司
准
教
授
か
ら
「
大
学
教
育
改
革
と
図
書

館
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
審
議

会
答
申
等
を
挙
げ
つ
つ
、
昨
今
の
大
学
教
育
と
大

学
図
書
館
の
傾
向
、
さ
ら
に
図
書
館
が
担
う
役

割
の
示
唆
と
な
る
よ
う
な
お
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。
中
で
も
学
習
（
学
修
）
支
援
の
文
脈
に
図

書
館
が
ど
の
く
ら
い
関
わ
れ
る
の
か
と
い
う
話
題

に
は
、
私
自
身
が
講
習
会
等
を
担
当
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
今
後
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
お
話
で
し
た
。

講
演
二
つ
目
は
岡
山
大
学
社
会
文
化
科
学
研

究
科
の
倉
地
克
直
教
授
に
よ
る
「
岡
山
大
学
附

属
図
書
館
に
お
け
る
所
蔵
資
料
を
活
用
し
た
地

域
連
携
事
業
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
岡
山
大
学
の

創
設
や
資
料
収
集
に
お
い
て
地
元
の
協
力
が
あ
っ

た
こ
と
を
あ
げ
、「『
地
域
貢
献
』
は
恩
返
し
・
義

務
で
あ
る
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た

地
域
貢
献
事
業
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
岡
山
市
と
の
協
力

協
定
に
よ
り
、
資
料
展
示
会
会
場
を
大
学
内
か

ら
岡
山
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
岡
山
駅
前
）

に
移
し
た
こ
と
で
、
数
百
人
だ
っ
た
参
加
者
数
が

数
倍
に
増
加
し
た
お
話
で
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域

と
大
学
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
好
例
で
し
た
。

続
い
て
の
発
表
・
報
告
は
私
が
一
番
手
と
し
て

「
島
根
大
学
図
書
館
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
活
動
と

学
生
協
働
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
い
う
題
で
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
大
学
図
書
館
に
お
け
る
学

生
協
働
は
関
心
が
高
い
よ
う
で
、
発
表
後
に
個

別
に
質
問
に
来
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。続
い
て
そ
の
他
四
名
の
方
か
ら
発
表
が
あ
り
、

中
で
も
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
サ

ポ
ー
ト
、
相
互
貸
借
料
金
徴
取
方
法
の
改
善
な

ど
新
し
い
試
み
に
刺
激
を
う
け
ま
し
た
。

初
日
最
後
は
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
・
コ
ー
ナ
ー
と

し
て
図
書
館
職
員
と
し
て
比
較
的
経
験
の
浅
い

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
お
二
人
か
ら
、
自
館
の
紹
介
や
図

書
館
で
働
く
日
常
等
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
私

も
十
数
年
前
に
大
学
図
書
館
で
働
き
だ
し
た
当

初
を
思
い
起
こ
し
ま
し
た
。

2
日
目
は
グ
ル
ー
プ
討
議
と
い
う
こ
と
で
、

「
図
書
館
の
学
習
支
援
」
と
「
社
会
貢
献
」
の
二

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
（
私
は
前
者
に
参
加
）

行
わ
れ
ま
し
た
。
規
模
、
環
境
、
設
備
な
ど
各

大
学
の
事
情
の
違
い
も
あ
り
、
意
見
の
す
り
合
わ

せ
が
む
ず
か
し
い
よ
う
に
思
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
「
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
」
と
い
う
意
見
に
収

束
し
て
い
き
終
了
に
な
り
ま
し
た
。

2
日
間
参
加
し
て
み
て
、
今
の
業
務
に
そ
の

ま
ま
生
か
せ
な
く
て
も
、
考
え
方
や
方
向
性
の
ヒ

ン
ト
は
い
く
つ
か
も
ら
え
た
の
で
、
今
は
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
形
に
し
て
還
元
し
て
い
く
か
思
案
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

（
か
ね
こ　

な
お
と
）

平
成
25
年
度
目
録
シ
ス

テ
ム
講
習
会（
雑
誌
コ
ー

ス・図
書
コ
ー
ス
）

医
学
情
報
グ
ル
ー
プ
　
錦
織
亜
希
子

【
雑
誌
コ
ー
ス
】

日
時

平
成
25
年
8
月
28
日（
水
）～
30
日（
金
）

場
所

島
根
大
学
附
属
図
書
館
本
館

【
図
書
コ
ー
ス
】

日
時

平
成
25
年
9
月
25
日（
水
）～
27
日（
金
）

場
所

広
島
大
学
霞
図
書
館

こ
の
講
習
会
は
国
立
情
報
学
研
究
所
（
N
I
I
）

の
教
育
研
修
事
業
の
1
つ
と
し
て
、
毎
年
2
種

類
の
コ
ー
ス
が
全
国
複
数
の
会
場
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
参
加
し
た
2
会
場
に
は
中
国
・

四
国
・
九
州
地
方
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
20
～
30
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

「
目
録
」
と
は
図
書
館
が
所
蔵
す
る
資
料
に
つ

い
て
書
誌
情
報
と
所
蔵
情
報
を
記
し
た
も
の
で

す
。
Ｎ
Ｉ
Ｉ
を
中
心
に
、
日
本
の
大
学
図
書
館

等
は
共
同
で
1
つ
の
目
録
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ど
こ
の
図
書
館
に
ど
ん
な
資
料
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
の
か
を
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
で
検

索
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
資
料
の
共
同
利
用
の

促
進
を
図
る
た
め
で
す
。
作
成
さ
れ
て
い
る
目

録
に
つ
い
て
は
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
誰
で
も
閲
覧
で
き

ま
す
（C

iN
ii B

o
o
k
s: h

ttp
://c

i.n
ii.a

c
.jp

/

b
o
o
k
s/

）。

こ
の
目
録
は
全
国
の
大
学
図
書
館
等
職
員
が

分
担
し
て
作
成
す
る
方
式
を
採
っ
て
い
る
の
で
、

共
通
の
作
成
ル
ー
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
が

理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
講
習
会

は
そ
の
ル
ー
ル
を
学
ぶ
為
の
も
の
で
し
た
。

参
加
者
は
ま
ず
事
前
に
W
e
b
上
で
約
6
時

間
程
度
の
セ
ル
フ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
後
、

3
日
間
の
集
合
学
習
に
挑
み
ま
す
。
セ
ル
フ
ラ

ー
ニ
ン
グ
に
お
い
て
既
に
概
要
等
は
学
習
済
み

な
の
で
、
集
合
学
習
で
は
実
際
に
実
習
課
題
を

進
め
な
が
ら
、
実
務
に
使
え
る
よ
う
に
知
識
の

定
着
を
目
指
し
ま
し
た
。

基
本
的
な
処
理
は
、
検
索
、
書
誌
登
録
、
所

蔵
登
録
の
3
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。
今
回
両
コ

ー
ス
を
受
講
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
視
さ
れ
て

い
る
処
理
段
階
が
異
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
図

書
は
新
版
が
刊
行
さ
れ
た
り
、
シ
リ
ー
ズ
物
だ

っ
た
り
と
、
様
々
な
様
式
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
書
誌
登
録
す
べ
き
か
、
ル
ー
ル
と
照
ら
し

て
判
断
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
対
し
て
雑
誌

は
継
続
刊
行
の
た
め
書
誌
の
変
化
は
少
な
い
の

で
す
が
、
各
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
巻
次
が

異
な
る
た
め
、
そ
れ
を
検
索
し
や
す
い
既
定
の

形
で
正
確
に
所
蔵
登
録
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

講
習
会
の
重
要
な
側
面
と
し
て
、
参
加
者
同

士
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
懇
親

会
に
加
え
て
、
共
に
机
を
並
べ
て
課
題
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
を
通
し
て
、
同
じ
業
務
に
携
わ
る

同
士
と
し
て
自
分
も
そ
の
一
員
な
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
作
成
し
て
来
た

目
録
の
積
み
重
ね
を
損
な
わ
ぬ
よ
う
、
よ
り
充

実
さ
せ
て
い
く
一
助
と
な
る
こ
と
が
出
来
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

（
に
し
こ
り　

あ
き
こ
）
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本　　　館

2012（平成24）年11月～2013（平成25）年9月

遺跡資料リポジトリ・シンポジウムを開催
2012.11.15

附属図書館が事務局となって全国の21の国立大学附属図書館
と連携して推進する全国遺跡資料リポジトリ・プロジェクトが、
11月15日（木）、大阪大学附属図書館との共催により同図書館を
会場に、シンポジウム「文化遺産の記録をすべての人々へ！─発
掘調査報告書の電子化と公開を考える─」を開催しました。
シンポジウムは、遺跡資料リポジトリの普及・拡大を図る目的
で毎年開催しているもので、2012年度はこれまでの５年間のプ
ロジェクトの達成状況を確認し、CSI委託事業終了後のプロジェ
クトを展望するものとなりました。

『島根の国絵図―出雲・石見・隠岐―』を刊行
『 2012.12. 7
現在の島根県の出雲国、
石見国、隠岐国で作成さ
れた国絵図（古地図）を
豊富なカラー図版と解説
で構成した『島根の国絵
図─出雲・石見・隠岐─』
を出版しました。
本書は、本学附属図書

館が収蔵する国絵図の他に、広く県内外の機関や個人が所蔵する
国絵図の写真85点を集め、研究者による解説を加えたものです。
島根県の出雲・石見・隠岐の国絵図を体系的に集めて解説した
本は本書が初めてであり、また、都道府県単位でまとめた類書は
他にほとんど例のない画期的なものです。

島根大学附属図書館コレクション展
『 2013. 2.23～ 3.10
本館で所蔵している貴重資料の特別公開展が松江歴史館で開催
されました。小泉八雲の書簡をはじめ、シーボルトの修業証書、
古地図などが展示されたほか、ほとんど公開されたことのない、
オリジナルの堀尾期松江城下町絵図も展示されました。

読み終わった本で被災地の図書館支援
『 2013. 2.22

東日本大震災の津波により甚大な被害
を受けた陸前高田市の「陸前高田市図書
館ゆめプロジェクト」に賛同し、本の収
集を行いました。
家庭で眠っている不要な本を集めて業
者が買い取り、その金額が図書館建設の
ために寄付されるというものです。
345冊が集まりました。

本館がリニューアルオープン
『 2013. 4. 4
平成24年６月から開始した耐震・機能改修工事を終え、リ
ニューアルオープンしました。
オープン当日は記念式典が催され、小林学長、田籠附属図書館
長及び大矢島根県立図書館長からの祝辞の後、竹内、辻両理事に
学生代表を加えてのテープカットがあり、開館となりました。

続いて、可動式テー
ブルやホワイトボード、
電子黒板（ビッグパッ
ド）、プロジェクタ等を
整備したラーニングコ
モンズや、展示スペー
ス、さらには研究ゾー
ンの閲覧室に新たに設
置した電動集密書架、利用する人数・用途に対応したグループ学
習室、研究個室などを見学しました。

オープン展示
『 2013. 4. 4～ 6.28

リニューアルオープン
を記念して古代出雲文化
フォーラムに係る展示を
実施しました。オープン
当日は多くの見学者が訪

れていました。

図書館コンシェルジュが新年度の活動を開始
『 2013. 4.22

図書館オープニング企画　ブック★コンパス
『 2013. 4.23〜 7.10
リニューアルオープンに合わせ、“新入生への本の贈り物〜あ
なたの思いを本に込めて”と題し、17名の教職員から新入生に薦
める本29冊を、メッセージと共に２階ラウンジの展示ウォール
で紹介しました。
希望と不安を抱いて入学した新入生に、教職員から本をとおし
たメッセージを送ることで、図書館と本に親しんでもらうきっか
けを作ることができました。

雑誌提供会
『 2013. 6. 5～ 6. 6

新任教員ガイダンス
『 2013. 5. 8〜 5.15
松江キャンパスの新任教員を対象に実施され、９名の参加があ

りました。館内ツアーのあと、図書の購入方法やデータベースの

概要、ILLの申込みについてのガイダンスを実施しました。

学生選書ツアー
『 2013. 6. 5

小泉八雲の怪談展
『 2013. 7. 8～10.31

この展示会は2011（平成23）
年に松江市の小泉八雲記念館
から始まった巡回展で、ギリ
シャ出身のタキス・エフスタ
シウ氏のコレクションである
八雲の翻訳本や、映画《怪談》
のさまざまな言語によるポス
ターやスチール写真など、貴
重な資料を展示しました。
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報　　　道

閲覧席照明の人感センサー工事
『 2013. 1.13～ 1.22
認証を受ければ24時間入館可能な医学図書館では、書架部分の照

明に人感センサーを付けて節電に取り組んできましたが、今回これに
加えて、閲覧席部分の照明にも人感センサー取り付け工事を行いま
した。開館時間中は継続して点灯しますが、夜間等の閉館時間中は人
の動きをセンサーが感知して点灯します。

カーペットクリーニング
『 2013. 1.19

２Ｆ閲覧室のカーペットの清掃作
業を行いました。洗剤や真空除去
で長年の埃を落とし、高温スチーム
洗浄で殺菌も行いました。カーペッ
トの市松模様や入館ゲートの矢印
が鮮明に見えるようになりました。

卒業生より図書の寄贈
『 2013. 3
平成24年度看護学科卒業生第11期謝恩会より、卒業記念として
図書11冊を寄贈していただきました。後輩の皆さんの学習に大い
に役立つことでしょう。

病院新任職員へのオリエンテーション
『 2013. 4. 4〜 4. 5

４日に病院研修医25名、
５日に看護師と栄養管理
室職員合わせて53名に出
席いただき、オリエンテー
ションを実施しました。
図書館サービスを医療業

務に活用していただくことを目的とし、図書館の基本的な利用案内
から、文献データベースや電子ジャーナルの利用方法、文献複写
の依頼方法等を説明しました。

講座等事務担当者への図書館説明会
『 2013. 6. 4〜 6. 5

２日間で３回に分けて
説明会を実施し、合計15
名の方に参加いただきま
した。図書館業務の円滑
な実施と図書館サービス
の利用促進を目的とし、

資料の購入方法や管理上の注意点、図書館の利用案内等を説明し
ました。日頃の実務に関する意見交換の場ともなり、貴重なご意
見を多数いただきました。

不用雑誌の無料提供会
『 2013. 7. 4～ 7. 9
ブラウジングコーナーで保存期間が過ぎて不用となった雑誌を
無料で提供しました。

西東文庫のパネル展示
『 2013. 8～
医学図書館所蔵の西東文庫に関
するパネル展示を開始しました。
西洋の息吹が感じられる明治初期
の資料群について、豊かな挿絵を
通して紹介しています。

目録講習会
『 2013. 8.28～ 8.30
「平成25年度目録システム講習会（雑誌コース）」が、本館を
会場に開催されました。
講習会には西日本各地より29名の参加があり、３日間にわた
り講義や演習を通して、総合目録データベースでの雑誌データの
検索と登録・修正・削除を学びました。

大学図書館学生協働交流シンポジウム
『 2013. 9. 5～ 9. 6
本学を会場に、第３回
学生協働交流シンポジウ
ム「私たちの手でつくり
出す図書館の形─人を惹
きつける空間を目指して
─」を開催しました。全
国の15の大学から約100
名の学生や教職員が参加

し、報告や交流会、ワールド・カフェによる対話をとおして交流
を深めました。
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4月 5日
附属図書館リニューアルオープン

朝日新聞

読売新聞

山陰中央新報
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